
西濃の風 
 

「にしむくさむらい」 
どういう意味か知っていますか。1年の小の月（1か月が 31日ではない）をまとめて

言います。すなわち、二月（28 日）、四月、六月、九月、十一月は（30 日）のことです。

では、なぜ「さむらい」かというと、漢字の十と一を縦に並べると、士になるからです 

いよいよ今年も残すところ 1か月となりました。11月の学校行事については、2年生の

修学旅行と現場実習、1 年生の企業内実習を実施することができました。 

2年生の修学旅行は、天気予報では傘マークも付いていましたが、何とか雨に降られずに

見学・体験ができました。テーブルマナー講習会では緊張したという感想が多かったようで

すが、社会人になるとそんな機会もありますので、今後も臆することなく挑戦してみましょ

う。また、現場実習では、担当する仕事に一生懸命に取り組むとともに、会社の人とのコミ

ュニケーションを図るなどの頑張りがありました。実習後には、自分の課題や成果を振り返

り、早速、学校生活において課題を克服するような行動が見られます。 

1年生は、3日間でしたが、初めての企業内の実習に臨みました。分からないときには聞

き返したり、作業の手順を確認し、失敗や間違いをしないように一生懸命に仕事に取り組み

ました。学校に戻ってから、生徒たちの授業に臨む姿勢が随分変わったように感じます。 

 

 「一年の計は元旦にあり」 → 12 月に一年の成果を評価しよう 
 1月は、皆さんも経験してきた「高等特別支援学校入学者選抜」が行われます。受験した

時を一度思い出してみましょう。1 年生は今年の 1 月、2 年生は昨年の 1 月、3 年生は一

昨年の1月でしたね。合格して頑張ろうと思ったあの時の気持ちを思い出してみましょう。 

◇毎日学校に通っていますか。提出物など期限を守っていますか。 

◇専門コースで社会に出るための力を身に付けてきましたか。 

◇メモの習慣や挨拶・身だしなみを自分から実践していますか。 

できるようになったことはたくさんありますね。さらに伸ばすことができることもたくさん

あります。この機会に成長した自分を確認し、さらなる成長を目指して 1年を振り返ろう。 

 

 コロナ禍で制約のある中、部活動に取り組んできました！ 

卓球部 
学校外の大会は中止になりましたが、毎年行ってきた校内大会が正式な特体連の試合と認

めていただき、成果を残すことができました。11 月 13 日（土）に本校体育館で実施し、

熱い大会となりました。 

サッカー部 
 特体連主催のサッカー大会は中止となりましたが、後にサッカー協会主催の大会の共崔と

なった公式戦に出場しました。11月 28日（日）はとても寒い日でしたが、全国大会出場

を掛けた熱い試合を行いました。残念ながら岐阜清流高等特別支援学校に１：０で敗戦しま

した。しかし、その戦いぶりは気合の入ったもので、とても誇らしいものでした。 

音楽部 
感染リスクの高い活動とされ、合唱ができずにいました。まん延防止措置指定が外れてか

らは、校舎の外に出て練習することができました。昨年度制定したばかりの本校の校歌を部

員一同、伸びやかに合唱してくれました。 
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美術部 
1１月 2日（火）から 11月 14日（日）に、特別支援学校美術作品展が清流文化プラザ

エントランス及びギャラリーで開催され、本校からも出品をしました。納得できる作品づく

りに取り組んできました。11月 15日からは移動展として各校で順に発表をします。 

パソコン部 
1１月 28日（日）にビジネス文書実務検定が行われ、各級の検定に意欲的に参加しまし

た。放課後の部活動では、パソコンのキーをいかに早く打つか、そして正しい文章を作成で

きるかを自分なりに工夫して練習してきました。2年生では科目「ビジネス情報」を学習に

より検定に挑戦する人もあります。身に付けた技術は、宝物です。 

 

■実習前の打ち合わせについて 

実習先が決定すると、保護者の方とともに企業へ打ち合わせに出かけます。企業は、保護

者の方と同伴の打ち合わせをどのようにとらえているのかを考えてみます。 

学校における行動や学習の成果、作業における特徴について協議し、どのような仕事を担

当するかなどが主なポイントです。併せて、家庭での生活態度や保護者の方との関係性など

も企業は情報として把握しているのです。打ち合わせの中で、生徒が答えるべきところを保

護者の方が代わりに言ってしまったりすると、本人の自立について疑問に思われるかも知れ

ません。また、打ち合わせには制服を着用して出席します。保護者の方にも、生徒の制服に

相当する服装をお願いしています。きちっとした着用や座る姿勢は仕事の能率や仕上がりへ

の拘りや仕事に向き合う姿勢といった見方ができるのではないでしょうか。ボタンが取れか

けていたり、食べ物の汚れが付いていたり、シャツや袖がだらしなく出ていたりしていては、

ちゃんと指示を聞きとれるのか、仕事ができるのかなど、悪い印象として受け止められるか

も知れません。 

2 月には 1 年生の企業内実習(2 回目 6 日間)、2 年生の現場実習(第 3 期)を行います。

第一印象を通して、意欲的に実習に臨む覚悟をしっかり企業に伝えられるように、自分でで

きることを自分でやりきることができるように準備を整えていきましょう。 

 

 
 

■年末・年始を迎えます。引き続き、感染症対策のお願い！ 

 生徒の皆さんや保護者の皆様のご協力により、本校では新型コロナウイルス感染症陽性者

等なく、学校生活を送ることができています。ありがとうございます。 

引き続き、ご家庭・ご家族で感染症対策に取り組んでいただくようお願いします。 

●マスク着用 ●手指の消毒 ●検温及び健康チェック・体調管理 ●不要不急の外出控え 

●体調不調及び発熱時には登校を見合わせ、通院をお願いします。 

Column  家庭科実習とアレンジ・応用力 
「コンビニバッグをミシンで製作」「おにぎりやみそ汁」「肉みそ」「三色丼」 

食材の切り方もコツを覚えて実践。難しいけど、自分ですると発見もあって面白い！！ 

本校のカリキュラムでは、家庭科を 2年生で１時間、3年生で 2時間位置付けています。 

「社会人になり働くことが中心の生活を送るために、被服、食物、住居などに関する体験的な

学習活動を通して、卒業後の生活に必要な基礎的・基本的な知識や技能を高める」学習です。 

◆自分の食生活に関心をもち、望ましい食習慣を身に付けること、◆衣服と社会生活とのかか

わりを理解し、目的に応じた着こなしや個性を生かす着こなしができること、◆自分や家族の消費

生活に関心をもち、消費者の基本的な権利と責任について理解すること、◆幼児の発達と生活の特

徴を知り、子どもが育つ環境としての家族の役割について理解することを学習し、自分の生活を営

み維持する力の育成を目指しています。 

自分で作ったものは少し変でも愛着が生まれたり、美味しく感じます。また、発想が豊かにな

り、次も頑張ってみようとチャレンジします。学校で学習したことを、家庭でもぜひ挑戦したり、

アレンジしたりしてみましょう。 


